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668 ―皮膚科の臨床・2024―

　本誌では，毎号，投稿論文の状況から特集する疾患を決めて編集しています。この 5月号の特集
は乾癬です。奇しくも昨年の 5月号の特集も乾癬でした。乾癬診療における近年の目覚ましい進歩
が，この領域の投稿論文数増加と関係しているのかもしれません。
　毎号の特集とは別に，年 1回この 5月に，臨床のトピックスをテーマに，臨時増刊号を発刊してい
ます。今回の臨時増刊号のテーマは「プライベートパーツを診る！」です。皮膚科診療において重要
でありながら，情報が少なかった領域であり，情報提供の必要性を考え企画させていただきました。
　ただ，この企画においては，初めに言葉の問題がありました。「プライベートパーツ」という言葉
自体が医学用語ではなく，明確に定義されたものとはいえません。一般的には，他人にみだりに見
せたり触らせたりすることを憚る自分の大切な特定部位と認識されており，口，胸，性器，臀部が
あげられています。しかし，人によって捉え方は異なります。今回の臨時増刊号では，あえて明確
な定義を示さず，診療において特に配慮が必要な外陰部を中心に臀部も含めた部位（下着で覆われ
る部分）を念頭に編集することにいたしました。
　さらに，編集を進めるうちに，「外陰部」という言葉の定義が問題になりました。私自身は「男性
外陰部」という表現に違和感はありませんでしたが，他の編集委員の先生から，「学会発表で男性例
において外陰部という表現を使った際，外陰部は女性だけに使う言葉である，と注意されたことが
あった」という指摘をいただき少し驚きました。また別の編集委員の先生からも，診療点数早見表
の手術欄の外陰・会陰には女性器に関する手術しか掲載されておらず，陰茎・陰囊などの手術は別
項目になっていて，外陰という言葉は女性に限って使われているようだ，と教えてもらいました。
　解剖学的には，男性外陰部は陰茎・陰囊・精索・恥丘・陰毛を含む領域，女性外陰部は大陰唇・
陰裂・小陰唇・膣前堤・陰核・恥丘・陰毛を含む領域，と定義されており，また，外陰部 Paget病
は男性にも使われていることから，男性外陰部は普通の言葉だと思い込んでいました。外陰部は女
性限定の言葉という考えもあることを恥ずかしながら今回初めて認識した次第です。
　ただ，診療早見表の手術欄の表記は，産婦人科と泌尿器科で手術を行う際，外陰部という言葉の
必要性の違いに基づいているのではないかと推測されます。産婦人科では，外性器の手術をする際，
膣内か膣外かを区別できればよいので，外陰部という解剖学的用語をそのまま使用したほうが便利
である一方で，泌尿器科で男性患者の手術をする際，陰囊と陰茎を一緒にした解剖学的用語である
外陰部という言葉を使うのは不都合という事情があるのかもしれません。解剖学的定義とは異なっ
て，外陰部は女性だけに使うという意識が生じているのは，こういった臨床的背景があるように思
われます。
　結局，臨時増刊号では，男性にも外陰部という言葉を使ってもよいが，可能であれば，陰茎・陰
囊など，より具体的に記載しておいたほうが無難ということにいたしました。
　今回の増刊号は，滑り出しの言葉だけでもちょっといい加減じゃないかとお叱りを受けるかもし
れませんが，誌面はとても充実していますので，まずは中身をご覧いただければ有難く存じます。
 （土田哲也）
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